
 第 65 回全日本学生拳法選手権大会徹底事項  
  
 
各大学主将・主務から全参加者(全部員・指導者・ＯＢ・保護者)への徹底事項              
 

     体育館入館は９：００まで不可 
 

試合場参加者への注意 

各大学指導者・選手・ＯＢ・保護者は入館タイムテーブル(学連ＨＰ掲載)を厳守して下い。

提示時刻まで入館不可。「開会式・全体での表彰式・閉会式」は行わない。 

全参加者は入館時にマスク着用し検温(37.5 以下)・消毒を行う。入館後も出場選手以外は

マスク着用を義務化。出場選手は特別ルールに従う。 

 

コロナ禍における限定試合規定 

      ①特別規定以外は全て例年通りのルールで行う。 

②特別ルール 

           面下のマスク着用(鼻腔開襟) 面下のマスクは白色に限定する。・マウスピース使用

推奨(義務化ではない) 

      ③面下のマスク・マウスピース再着装のための面脱着は警告点を科さない。 

   ④審判団は独自に感染防止対策を鑑み審判を行う。 

選手・指導者  

② 西日本関係者は全員選手・指導者共に個人ＩＤカード着用義務。 

          ②東日本・中部日本、選手はＩＤカード着用義務無し。但し登録選手(道着)以   

      外は大学別ＩＤカード着用義務。指導者はＩＤカード着用義務。 

 ＯＢ・保護者 

          １大学につきＯＢ・保護者併せて 30 名以下(小学生以下は極力入館自粛)とし、全員大

学別ＩＤカード着用。大学別入館時間を厳守。他大学の試合観戦は不可。  

        大学別ＩＤカード不足している大学は入館時に販売。 

自校が敗戦した場合、自校と共に選手・指導者・ＯＢ・保護者も退館する。 

 

 全観戦者は定められた配席場所２階より行う。１階試合場は選手・指導者(３名以下)・大会役員

以外は一切入場禁止。 

 

１階試合場入場可(ベンチ入)の全指導者(３人以下)・選手は必ずスリッパ着用し、競技マット前

で脱ぐ。 



試合前後に円陣を組んで士気を鼓舞す行為は禁止。 

自校が敗戦した場合、自校と共に選手・指導者・ＯＢ・保護者も退館する。 

 

各大学広報・新聞部関係(１大学２名まで)の撮影は運営本部で許可を貰い、自校が敗退すれば退

館する。拳法部マネージャーの撮影は２階指定観覧席エリア以外厳禁 

自校が敗戦した場合、自校と共に退館する。 

 

今大会の応援団の参加は不可。各大学の応援は声援厳禁とし、拍手のみとする。 

本大会では優勝校の学歌斉唱は行わない。 

 
 
 

観覧席での飲食は禁止し、午前・午後の長時間試合する大学は所定の場所(荷さばき場)で飲食し

ゴミは必ず自宅まで持ち帰り、帰路一般ゴミ箱に捨てない。 

 

本連盟主催(主管)大会での事故・ケガ・その他のアクシデントが発生した場合は主催(主管)が加

入した傷害保険範囲内で補償することとし、選手本人または選手本人所属大学に過失があると判

明した場合は、その被害者自身の自己責任として処理する。 

また、感染症防止対策には所轄保健所と連携して万全を期していますが万一罹患(大会中・大会後)

した場合は主催者に報告し、その指示に従う。 

 

事務連絡 
 
      １．大会パンフ・メンバー表・封筒５程度の配布は、入場時に行う。 
 
       ２．諸経費納金は個別に連絡。    
 
       ３．入退場と試合開始・終了の選手の行動  
             指導者３名以内(上着・ネクタイ・ＩＤ)とエントリー選手道着着用で全員入場可、

８名以上の１２名以下の入場大学は、補欠メンバーがプラカード・防具役員とし
て兼務。登録選手が７名未満の場合マネージャの入場可。 

     
４．決勝戦は女子マネージャも１名プラカード役員として正装(スーツ)ＩＤ着用で入場

可。その他の者は競技マット入場厳禁。但し出場選手以外は２列目に整然と安座。 
    
       ５．全大学の場所(大会パンフ参照・厳守すること) 
 
       ６．大学名プラカードは各大学で持ち帰り次回各大学の責任の元持参、破損紛失は事務局

へ連絡しその指示を受ける。   
 
       ７．指導者証の着用していない指導者は指導者席には入場不可  ＭＡＸ３名   
           男女共に正装・指導者証着用(男子上着ネクタイ・女子スーツ) 
           



 
    ８．紅白たすき(拳法会制定)、入場時なければ１本負け 
        
 

９．拳法道着全国連盟制定(破損・汚れのひどいもの３者協議失格も有)・胴色剥がれ補修 
          帯・拳法道着は高校時(含む道場)着用のものは不可 
 
      10．サポーター等装着許可当日運営本部に提出。 
           表足プロテクター(主催者承認全員使用可)脱落警告有 
 
      11. 女子混成チーム３名出場の対戦相手がケガ・病気等で３名から２名になっても   
      申込み登録時に契約成立し混成チームは３名出場可 
                              
      12．練習ＵＰは体育館外禁止、荷捌き場にて行う。スロープ下厳禁近隣苦情あり 
                                 
      13．大会終了撤収・解体・清掃大学の確認。手伝い学生に当たっている大学の学生は、 

大会終了まで会場に残り、撤収・解体・清掃作業を行う。 
      大会終了後運営本部へ向かい、自大学の担当が何か認識し指導の先生が誰か承知し 

おく。 
 
      14.  体育会館内の電気コンセントを使用する場合は有料となります。 
      無断で電気コンセントを使用すれば窃盗行為となります。 
           コンセントを使用する場合は必ず大会運営本部で使用許可書の発行を受けて下さい。 
       
    16．各種領収書は各大学にて学連ＨＰに掲載。必要分をダウンロード印刷して、大会運営 
      本部へ持参すると押印します。 
           

     17. 西日本学連加盟校の本大会に出場選手で学連に１次２次登録をしていない学生は出

場できません。登録とは大会パンフレットに登録という意味ではなく、学連の年間 

選手登録のことです。 

     登録していない選手の出場が発覚した場合は没収試合となり敗退となります。 

     未登録の場合は当日までに登録受付を済ませてください。      
        
    18. 観覧席の一部を封鎖して、座る席を限定する。封鎖している座席には座らないように、

各大学気を付けること。 
 
   19. 1 階アリーナへの出入り口、また会場内トイレを一部封鎖する。封鎖されている出入

口や場所への立ち入りはしないこと。 
 

      全参加者にココアアプリの導入指導（義務） 

 


